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静問地学第47号 (1983)

の

半田孝司*

静岡県地学会は早くも 20年を数えるにいたった。この問、会員諸氏はもとより、静関県教育

会を初めとする各方面から多大な支援をいただいた。この機会に、関係各位に深く感謝申

しあげる O

本会は、地学の研究、地学教育の振興と普及を旗じるしに、

ここで、本会活動の 20年の足あとをふり返ってみることとした。

とその歩みを続けて来た。

から

その利用について

日

第 13回年会(浜松市民会館)11月21日

。藤始地球における生命の進化 池谷仙之

ついて

日

年

度

雨の山崩れについて

の洪水と船明

ン長谷川静夫

第 14回総会(静大理学部) 6丹26a 
と

臼

年

度
分布について

雅功 。地学分野における

について

*静岡大学教育学部(本会事務局)
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本会会誌、「静岡地学」第27号(昭和49年6月、 10周年記念号)に同じ主旨で、昭和39年創

立から昭和48年度までの 10年の歩みを掲載した。本号では、誌面の都合で、その後の昭和49

年度から昭和57年度までの 10年間を掲載する O

創立初期には初代会長、佐々倉航三先生を病魔で失い、そして、安定発展期を迎えた今、桐

谷文雄会長を失ったことは、本会にとって大きな損失であり、悲しみにたえない。これからは、

両先生の本会発展への情熱を、我々は、しっかりと受け継いでいかなければならない。

「静両地学jの題字は故佐々倉航三先生が書かれたものである O 今までは、題字原稿として、

前の号を使用してきたが、今号は、 20年間保存しであった、元の題字原稿を使用した。心をあ

らたにして、今後の発展を期したい。

習会等

6月発行 (42P) 

静岡地学28号

11月発行 (22P) 

8月 1・2日 富山県立山火山、常
!流域案内黒田高・藤吉瞭 15名

第 5回講習会(台風のため中止)神奈川県二宮での地

50年 l丹 11・12日
黒田 誼・大塚謙一 42名

6月29日

秋葉裂総見

内老 JI[ 12名 8月

水窪軒池島の

第 29 8月22・23日
G月発行 (16p) 
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申込者 23名

3月発行 (26P) 

西部開会

6月発行 (36P) 

静開地学33号
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ついて 長沢敬之助

日

年

度

M

年

11月12日 70名

第 16泊年会(浜松市西部公民館)11月11目

。リモートセンシングとそのJit用 岩橋徹

。顕微鏡と簡易偏光装龍大久保晃 O野尻湖の発掘

淳 Oマグマのひえ閤まり方のそ

洋

日
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45名

。マ千コンを用いた地学のシュミ
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巡検会・見学会・講習会等

(32自)8丹25・26日 小笠町丹野池付近の
と有孔虫化石の検出と

池谷組之・塘江善裕 35名

(33由) 8丹26.27日

と地形案内狩野謙一 23名

(34屈)12月23・24日
i今 池谷イ由之 21名

(35間)8月248 
ずねて案内荒井章司 30名

(36回)12月26・27日
18名

(39間) 8月 17・18日

(40回)12丹27日

の光設潤室による監視システム
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案内木

各支部行

西部例会 8月28日 有孔虫に

ついての学習会案内池谷拍

之 30名高校理科教育研究

3月11日 天竜地域巡

検 2月3臼講演会浜松北

と共催議

中部閉会 11月 5日 折戸湾の

有孔虫@プランクトンの採集と

処理 治主主的之 20名 2月18
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8月17日映画「セン

トヘレンズ火山Jと
内伊藤通玄・長沢敬之助

部例会 11丹30日

案内

2月8

渡辺希一

12月 12日
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